
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】風味の良好な飲料をいつでも手軽に楽しむこと

を可能にする容器を提供する。

【解決手段】容器１は、ミネラル飲料水２を収容可能な

容器本体１１と；容器本体の栓を成すキャップ３１と；

ミネラル飲料水２に対して添加，混合される添加物（お

茶成分等）を収容したカートリッジ４１と；カートリッ

ジに孔をあけるための孔あけバネ６１と；を有している

。飲用する際には、カートリッジを容器本体の口元の開

口部に押し込むとともに、カートリッジの把手を摘まん

で回転させる。その結果、孔あけバネによってカートリ

ッジが穿孔，裂開される。このような容器によれば、飲

用直前において、ミネラル飲料水に対して好みの成分を

添加することにより、所望の飲料を自分で用意すること

ができる。その結果、たとえば炒りたてで香り豊かな味

わいのコーヒーや、保存料等の有害物質を含むことのな

い安全な飲料をいつでも手軽に楽しむことが可能になる

。

【選択図】図１

JP 2006-176208 A 2006.7.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 側 に 飲 料 水 を 収 容 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、 当 該 飲 料 水 を 排 出 可 能 な 開 口 部 を 口 元 部 分
に 備 え た 容 器 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 栓 を 成 す キ ャ ッ プ と 、
　 前 記 容 器 本 体 内 の 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 を 収 容 し た カ ー ト リ ッ ジ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 添 加 物 は 、 シ ー ル 材 に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ た 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 に 収 容 さ れ て お
り 、
　 前 記 容 器 は 、 さ ら に 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ に 孔 を あ け る た め の 穿 孔 部 材 を 有 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 内 側 の 開 口 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際 に は 、 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で
前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を 介 し て 押 し 込 み 、 そ の 結 果 、 前 記 穿 孔 部 材 に よ っ
て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔 さ れ る よ う に な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 把 手 を 備 え て お り 、
　 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際 に は 、 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で
前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を 介 し て 押 し 込 む と と も に 、 前 記 把 手 を 摘 ま ん で 前
記 カ ー ト リ ッ ジ を 回 転 さ せ 、 そ の 結 果 、 穿 孔 部 材 に よ っ て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔 ， 裂 開 さ れ
る よ う に な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 容 器 本 体 は 、
　 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 口 元 部 分 と 、
　 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 閉 塞 す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 前 記 容 器 を 気 密 シ ー ル す る
た め の シ ー ル 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、
　 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 に 設 け ら れ た シ ー ル 材 の 上 側 に 載 置 さ れ て お り 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と 、 を 有 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 容 器 本 体 は 、
　 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 口 元 部 分 と 、
　 前 記 口 元 部 分 の 下 端 又 は 途 中 の 内 壁 か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た 略 環 状 の 段 部 と 、
　 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 閉 塞 す る よ う に 前 記 段 部 上 に 貼 付 さ れ て お り 、 前 記 容 器 を 気
密 シ ー ル す る た め の シ ー ル 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、
　 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で あ る が 、 前 記 段 部 を 通 過 す る こ と が 不 可 能 な 形 状
お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 に 設 け ら れ た シ ー ル 材 の 上
側 に 載 置 さ れ て お り 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 、
　 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で あ る が 、 前 記 段 部 を 通 過 す る こ と が 不 可 能 な 形 状
お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 穿 孔 部 材 は 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際 に お い て 、
　 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で 前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を 介 し
て 押 し 込 む と 、 前 記 穿 孔 部 材 が 弾 性 変 形 す る と と も に 、 突 起 に よ っ て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔
さ れ 、
　 穿 孔 完 了 後 に 前 記 カ ー ト リ ッ ジ に 対 す る 押 圧 を 弱 め る と 、 弾 性 変 形 し た 前 記 穿 孔 部 材 の
復 元 力 に よ っ て 前 記 カ ー ト リ ッ ジ が 押 し 戻 さ れ る と と も に 、 前 記 突 起 が 前 記 シ ー ル 材 か ら
引 き 抜 か れ る よ う に な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 略 Ｓ 字 状 の バ ネ 形 状 を 有 す る 弾 性 部 材 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 側 に 収 容 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ は 、 コ ッ プ 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 飲 料 水 と 、 当 該 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 と 、 を 内 側 に 収 容 可 能 に 形 成 さ
れ た 容 器 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 に 形 成 さ れ 、 飲 用 時 に お い て ス ト ロ ー が 挿 通 す る よ う に な っ て い る 挿 通 孔
と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 側 を 、 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 の ２ 区 画 に 分 割 す る た め の 隔
壁 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 飲 用 時 に お い て ス ト ロ ー を 前 記 挿 通 孔 に 挿 通 さ せ 、 当 該 ス ト ロ ー の 先 端 部 で 前 記 隔 壁 部
材 を 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 隔 壁 部 材 の 全 部 又 は 一 部 が 裂 開 又 は 開 口 し て 前 記 飲 料 水
収 容 空 間 と 前 記 添 加 物 収 容 空 間 と が 連 通 状 態 に な り 、 そ の 結 果 、 前 記 添 加 物 が 飲 料 水 に 対
し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 前 記 容 器 本 体 の 内 側 空 間 を 上 下 ２ 区 画 に 分 割 す る よ う に 配 さ れ 、
　 前 記 隔 壁 部 材 の 一 部 は 、 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 接 着 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 吐 出 口 を 閉 じ た 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ １ 又 は １ ２ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 容 器 本 体 は 断 面 矩 形 の 形 状 を 有 し て お り 、
　 前 記 添 加 物 は 前 記 隔 壁 部 材 の 上 側 空 間 に 収 容 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 略 ホ ッ パ 状 の 隔 壁 部 材 は 、
　 上 面 側 に 前 記 添 加 物 が 載 置 さ れ る 隔 壁 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ る 接 着 片 と 、
　 前 記 隔 壁 本 体 と 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 と の 間 か ら 前 記 添 加 物 が 落 下 す る の を 防 止 す る た め
の 落 下 防 止 壁 と 、 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 隔 壁 部 材 の 隔 壁 本 体 に は 、 当 該 隔 壁 本 体 の 裂 開 を 容 易 に す る た め の 断 面 略 Ｖ 字 状 の
ノ ッ チ 及 び ／ 又 は ミ シ ン 目 が 形 成 さ れ て お り 、
　 飲 用 時 に ス ト ロ ー の 先 端 部 を 前 記 隔 壁 本 体 に 突 き 当 て 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 隔 壁
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本 体 が 前 記 ノ ッ チ 又 は ミ シ ン 目 に 沿 っ て 裂 開 し 、 そ の 結 果 、 当 該 裂 開 部 を 介 し て 前 記 添 加
物 が 落 下 し て 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 一 枚 の シ ー ト 状 部 材 を 折 り 曲 げ 加 工 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 容 器 本 体 は 、 前 記 飲 料 水 を 収 容 す る 部 分 と 、 前 記 添 加 物 を 収 容 す る 部 分 と が 別 体 に
な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料
用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 隔 壁 部 材 は 、
　 吐 出 口 を 有 す る 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ た 隔 壁 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ る 接 着 部 と 、
　 前 記 吐 出 口 を 閉 塞 す る よ う に 前 記 隔 壁 本 体 に 連 結 さ れ た 閉 塞 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 飲 用 時 に ス ト ロ ー の 先 端 部 を 前 記 閉 塞 部 材 に 突 き 当 て 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 閉 塞
部 材 が 押 し 開 け ら れ て 前 記 吐 出 口 が 開 口 し 、 当 該 吐 出 口 を 介 し て 前 記 添 加 物 が 落 下 し て 飲
料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 飲 料
用 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 ス ト ロ ー を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用
の 容 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 添 加 物 は 、
　 お 茶 成 分 ， コ ー ヒ ー 成 分 ， 辛 味 成 分 ， 香 料 ， 果 汁 ， 糖 類 ， 塩 ， 乳 酸 菌 ， ビ タ ミ ン ， ミ ネ
ラ ル ， ア ミ ノ 酸 ， 及 び コ ラ ー ゲ ン か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 を 含 有 し 、
　 粉 末 状 ， 顆 粒 状 ， タ ブ レ ッ ト 状 ， 液 体 状 ， 及 び ペ ー ス ト 状 の い ず れ か の 形 態 を 有 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ９ の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 飲 料 用 の 容 器 に 関 し 、 特 に 、 保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い 安 全 な 飲 料
を い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と を 可 能 に す る 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 市 販 さ れ て い る 飲 料 に は 様 々 な 種 類 の も の が あ り 、 そ の 多 く は 、 た と え ば 図 １ ６ に
示 す よ う な 形 状 の Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル に 収 容 さ れ た 状 態 で 販 売 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 飲 料 の 種 類 に よ っ て は 、 品 質 を 保 持 す る た め の 酸 化 防 止 剤 な ど が 添 加 さ
れ て い る も の が あ る 。 ま た 、 時 間 の 経 過 に 伴 っ て 風 味 が 損 な わ れ る も の も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 人 体 に 良 好 で 且 つ 風 味 の 良 好 な 飲 料 を 楽 し む 観 点 か ら は 、 飲 用 直 前 に お い
て 、 飲 料 水 あ る い は 天 然 の ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー に 好 み の 成 分 （ お 茶 成 分 や コ ー ヒ ー 成 分 ）
を 添 加 し て 、 所 望 の 飲 料 を 自 分 で 用 意 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 上 述 し た 背 景 に 鑑 み 、 本 発 明 の 目 的 は 、 風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と え ば 炒 り た て
で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、 保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い 安 全 な 飲 料 を
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、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と を 可 能 に す る 容 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 目 的 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ２ ０ ） 記 載 の 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ １ ） 　 内 側 に 飲 料 水 を 収 容 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、 当 該 飲 料 水 を 排 出 可 能 な 開 口 部 を
口 元 部 分 に 備 え た 容 器 本 体 と ； 前 記 容 器 本 体 の 栓 を 成 す キ ャ ッ プ と ； 前 記 容 器 本 体 内 の 飲
料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 を 収 容 し た カ ー ト リ ッ ジ と ； を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ ２ ） 　 前 記 添 加 物 は シ ー ル 材 に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ た 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 に 収 容 さ
れ て お り 、 前 記 容 器 は さ ら に 前 記 カ ー ト リ ッ ジ に 孔 を あ け る た め の 穿 孔 部 材 を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ３ ） 　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 内 側 の 開 口 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際 に は 、 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で
前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を 介 し て 押 し 込 み 、 そ の 結 果 、 前 記 穿 孔 部 材 に よ っ
て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ２ ） 記 載 の 飲 料 用
の 容 器 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ４ ） 　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 把 手 を 備 え て お り 、 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際
に は 、 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で 前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を
介 し て 押 し 込 む と と も に 、 前 記 把 手 を 摘 ま ん で 前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 回 転 さ せ 、 そ の 結 果 、
穿 孔 部 材 に よ っ て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔 ， 裂 開 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 上
記 （ ３ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ５ ） 　 前 記 容 器 本 体 は 、 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 口 元 部 分 と ； 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路
を 閉 塞 す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 前 記 容 器 を 気 密 シ ー ル す る た め の シ ー ル 材 と 、 を 有 し
て お り 、
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 に 設 け ら れ た シ ー ル 材 の 上 側 に 載 置 さ れ て お
り ； 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と ； 前 記 容 器 本 体 の シ ー ル 材 を 穿
孔 す る た め の 突 起 と ； を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ３ ） 又 は （ ４ ） 記 載 の 飲 料 用
の 容 器 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ６ ） 　 前 記 容 器 本 体 は 、 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 口 元 部 分 と ； 前 記 口 元 部 分 の 下 端 又 は
途 中 の 内 壁 か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た 略 環 状 の 段 部 と ； 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 閉
塞 す る よ う に 前 記 段 部 上 に 貼 付 さ れ て お り 、 前 記 容 器 を 気 密 シ ー ル す る た め の シ ー ル 材 と
； を 有 し て お り 、
　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で あ る が 、 前 記 段 部 を 通 過 す る こ
と が 不 可 能 な 形 状 お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 部 分 に 設 け ら
れ た シ ー ル 材 の 上 側 に 載 置 さ れ て お り ； 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突
起 と ； 前 記 容 器 本 体 の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と ； を 有 し て お り 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 口 元 部 分 の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で あ る が 、 前 記 段 部 を 通 過 す
る こ と が 不 可 能 な 形 状 お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （
３ ） 又 は （ ４ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ７ ） 　 前 記 穿 孔 部 材 は 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 飲 料 水 に 前 記 添 加 物 を 添 加 す る 際 に お い て 、
　 シ ー ル 材 が 前 記 穿 孔 部 材 側 を 向 い た 状 態 で 前 記 カ ー ト リ ッ ジ を 前 記 容 器 の 開 口 部 を 介 し
て 押 し 込 む と 、 前 記 穿 孔 部 材 が 弾 性 変 形 す る と と も に 、 突 起 に よ っ て 前 記 シ ー ル 材 が 穿 孔
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さ れ 、
　 穿 孔 完 了 後 に 前 記 カ ー ト リ ッ ジ に 対 す る 押 圧 を 弱 め る と 、 弾 性 変 形 し た 前 記 穿 孔 部 材 の
復 元 力 に よ っ て 前 記 カ ー ト リ ッ ジ が 押 し 戻 さ れ る と と も に 、 前 記 突 起 が 前 記 シ ー ル 材 か ら
引 き 抜 か れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ５ ） 又 は （ ６ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容
器 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ８ ） 　 前 記 穿 孔 部 材 は 、 略 Ｓ 字 状 の バ ネ 形 状 を 有 す る 弾 性 部 材 か ら 成 る こ と を 特 徴 と
す る 上 記 （ ２ ） 乃 至 （ ７ ） の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ９ ） 　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 側 に 収 容 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
上 記 （ １ ） 乃 至 （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ １ ０ ） 　 前 記 キ ャ ッ プ は 、 コ ッ プ 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ １ １ ） 　 飲 料 水 と 、 当 該 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 と 、 を 内 側 に 収 容 可
能 に 形 成 さ れ た 容 器 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 に 形 成 さ れ 、 飲 用 時 に お い て ス ト ロ ー が 挿 通 す る よ う に な っ て い る 挿 通 孔
と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 側 を 、 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 の ２ 区 画 に 分 割 す る た め の 隔
壁 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 飲 用 時 に お い て ス ト ロ ー を 前 記 挿 通 孔 に 挿 通 さ せ 、 当 該 ス ト ロ ー の 先 端 部 で 前 記 隔 壁 部
材 を 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 隔 壁 部 材 の 全 部 又 は 一 部 が 裂 開 又 は 開 口 し て 前 記 飲 料 水
収 容 空 間 と 前 記 添 加 物 収 容 空 間 と が 連 通 状 態 に な り 、 そ の 結 果 、 前 記 添 加 物 が 飲 料 水 に 対
し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ １ ２ ） 　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 前 記 容 器 本 体 の 内 側 空 間 を 上 下 ２ 区 画 に 分 割 す る よ う に 配
さ れ 、
　 前 記 隔 壁 部 材 の 一 部 は 、 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 接 着 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ １ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ １ ３ ） 　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 吐 出 口 を 閉 じ た 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 上 記 （ １ １ ） 又 は （ １ ２ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ １ ４ ） 　 前 記 容 器 本 体 は 断 面 矩 形 の 形 状 を 有 し て お り 、
　 前 記 添 加 物 は 前 記 隔 壁 部 材 の 上 側 空 間 に 収 容 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 略 ホ ッ パ 状 の 隔 壁 部 材 は 、
　 上 面 側 に 前 記 添 加 物 が 載 置 さ れ る 隔 壁 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ る 接 着 片 と 、
　 前 記 隔 壁 本 体 と 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 と の 間 か ら 前 記 添 加 物 が 落 下 す る の を 防 止 す る た め
の 落 下 防 止 壁 と 、 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ３ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ １ ５ ） 　 前 記 隔 壁 部 材 の 隔 壁 本 体 に は 、 当 該 隔 壁 本 体 の 裂 開 を 容 易 に す る た め の 断 面
略 Ｖ 字 状 の ノ ッ チ 及 び ／ 又 は ミ シ ン 目 が 形 成 さ れ て お り 、
　 飲 用 時 に ス ト ロ ー の 先 端 部 を 前 記 隔 壁 本 体 に 突 き 当 て 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 隔 壁
本 体 が 前 記 ノ ッ チ 又 は ミ シ ン 目 に 沿 っ て 裂 開 し 、 そ の 結 果 、 当 該 裂 開 部 を 介 し て 前 記 添 加
物 が 落 下 し て 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ４ ） 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ １ ６ ） 　 前 記 隔 壁 部 材 は 、 一 枚 の シ ー ト 状 部 材 を 折 り 曲 げ 加 工 す る こ と に よ っ て 形 成
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さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ １ ） 乃 至 （ １ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ １ ７ ） 　 前 記 容 器 本 体 は 、 前 記 飲 料 水 を 収 容 す る 部 分 と 、 前 記 添 加 物 を 収 容 す る 部 分
と が 別 体 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ １ ） 乃 至 （ １ ６ ） の い ず
れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ １ ８ ） 　 前 記 隔 壁 部 材 は 、
　 吐 出 口 を 有 す る 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ た 隔 壁 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ る 接 着 部 と 、
　 前 記 吐 出 口 を 閉 塞 す る よ う に 前 記 隔 壁 本 体 に 連 結 さ れ た 閉 塞 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 飲 用 時 に ス ト ロ ー の 先 端 部 を 前 記 閉 塞 部 材 に 突 き 当 て 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 当 該 閉 塞
部 材 が 押 し 開 け ら れ て 前 記 吐 出 口 が 開 口 し 、 当 該 吐 出 口 を 介 し て 前 記 添 加 物 が 落 下 し て 飲
料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ １ ） 記 載 の 飲
料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ １ ９ ） 　 ス ト ロ ー を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ １ ） 乃 至 （ １ ８ ） の い ず れ
か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ２ ０ ） 　 前 記 添 加 物 は 、
　 お 茶 成 分 ， コ ー ヒ ー 成 分 ， 辛 味 成 分 ， 香 料 ， 果 汁 ， 糖 類 ， 塩 ， 乳 酸 菌 ， ビ タ ミ ン ， ミ ネ
ラ ル ， ア ミ ノ 酸 ， 及 び コ ラ ー ゲ ン か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 を 含 有 し 、
　 粉 末 状 ， 顆 粒 状 ， タ ブ レ ッ ト 状 ， 液 体 状 ， 及 び ペ ー ス ト 状 の い ず れ か の 形 態 を 有 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ １ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 飲 料 用 の 容 器 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 （ １ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 は 、 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 （
お 茶 ， コ ー ヒ ー ， 各 種 ビ タ ミ ン な ど の 無 害 成 分 ） を 収 容 し た カ ー ト リ ッ ジ を 備 え て い る 。
し た が っ て 、 飲 用 直 前 に お い て 、 飲 料 水 に 対 し て 、 好 み の 成 分 を 添 加 す る こ と に よ り 、 所
望 の 飲 料 を 自 分 で 用 意 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 出 来 立 て で 風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と
え ば 炒 り た て で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、 保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い
安 全 な 飲 料 を 、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と が 可 能 に な る 。
　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ に 収 容 さ れ た 添 加 物 を 自 分 の 手 で 添 加 ， 混 合 す る こ と に よ り 、 自 分
に 合 っ た 飲 料 （ た と え ば 、 好 み の 風 味 の 飲 料 や 、 自 分 に 不 足 し て い る 栄 養 分 を 含 有 し た 飲
料 ） を 自 ら の 手 で 用 意 す る と い っ た 作 業 を 手 軽 に 楽 し む こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 保 存 状 態 に 問 題 が な け れ ば 、 一 般 的 に 未 開 栓 の 飲 料 水 （ た と え ば Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル
入 り の ナ チ ュ ラ ル ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ） は 、 他 の 清 涼 飲 料 と 比 較 し て 賞 味 期 限 が 長 い 。 し た が
っ て 、 本 発 明 の 容 器 を 災 害 時 の た め の 保 存 飲 料 用 容 器 と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 万 が 一
災 害 が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 水 以 外 に も 様 々 な タ イ プ の 飲 料 を 迅 速 に 提 供 す る こ と が
で き る 。 そ の 結 果 、 精 神 面 ・ 健 康 面 に お い て 被 災 者 を サ ポ ー ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 （ ２ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 簡 単 に 穿 孔 す る こ と が で
き る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 の 添 加 物 を 、 迅 速 に 飲 料 水 に 添 加 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 カ ー ト リ ッ ジ は シ ー ル 材 に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ て い る の で 、 中 身 の 添 加 物 の 状 態 を
長 期 間 に 亘 っ て 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 （ ３ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 本 体 の 開 口 部 に 押 し 込 む だ け で
、 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 が 穿 孔 さ れ る 。 そ し て 、 収 容 さ れ た 添 加 物 が 、 穿 孔 を 介 し て 自
重 に よ り 落 下 す る の で 、 添 加 物 を 簡 単 に 飲 料 水 に 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 上 記 （ ４ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 の 開 口 部 に 押 し 込 む 際 に 、 そ の
把 手 を 掴 み な が ら 回 転 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ の
シ ー ル 材 を 幅 広 く 切 り 裂 く こ と が で き る の で 、 カ ー ト リ ッ ジ か ら 添 加 物 を 落 下 さ せ 易 く な
る 。 そ の 結 果 、 添 加 物 を よ り 簡 単 に 飲 料 水 に 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 （ ５ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 は 、 シ ー ル 材 に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ る よ
う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 容 器 内 部 の 飲 料 水 の 状 態 を 長 期 間 に 亘 っ て 良 好 に 保 つ こ と が
で き る 。
　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ の シ ー ル 材 を 穿 孔 す る た め の 突 起 と 、 容 器 本 体 の シ ー ル 材 を 穿 孔 す
る た め の 突 起 と を 備 え た 穿 孔 部 材 が 、 容 器 本 体 の 口 元 部 分 に 設 け ら れ た シ ー ル 材 の 上 側 に
載 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 の 開 口 部 に 押 し 込 む だ け で
、 容 器 本 体 及 び カ ー ト リ ッ ジ の 双 方 の シ ー ル 材 を 同 時 に 穿 孔 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 （ ６ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 （ ５ ） 記 載 の 本 発 明 と 同 様 の 効 果 を 達 成 す る こ
と が で き る 。 加 え て 、 本 発 明 に お い て は 、 容 器 本 体 に は 、 口 元 部 分 の 下 端 又 は 途 中 の 内 壁
か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た 略 環 状 の 段 部 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 穿 孔 部 材 及 び カ
ー ト リ ッ ジ は 、 段 部 を 超 え て 容 器 本 体 の 内 側 へ 進 入 し な い よ う に な っ て い る の で 、 カ ー ト
リ ッ ジ の 押 込 み 操 作 の 際 に 、 カ ー ト リ ッ ジ 及 び 穿 孔 部 材 が 飲 料 水 中 に 落 下 す る こ と を 防 止
す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 段 部 は 、 口 元 部 分 の 下 端 又 は 途 中 の 内 壁 か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る の で
、 押 し 込 み 操 作 の 際 に 、 口 元 部 分 の 内 壁 の 一 部 が ガ イ ド と な っ て 、 段 部 よ り 上 側 で カ ー ト
リ ッ ジ を ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ の 押 し 込 み ・ 引 き 抜 き 操
作 を 安 定 的 に 且 つ 迅 速 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 （ ７ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 添 加 物 の 投 下 が 完 了 し て カ ー ト リ ッ ジ の 押 込 み を 止
め る と 、 弾 性 変 形 し た 穿 孔 部 材 の 復 元 力 に よ っ て カ ー ト リ ッ ジ が 口 元 の 先 端 （ 初 期 位 置 ）
へ 押 し 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 添 加 物 の 投 下 を 迅 速 に
行 う こ と が で き る だ け で な く 、 容 器 本 体 の 口 元 部 分 か ら カ ー ト リ ッ ジ を 簡 単 か つ 確 実 に 取
り 去 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 （ ８ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 材 の 穿 孔 と カ ー ト リ ッ ジ の 押 し 戻 し を 確 実 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 （ ９ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 栓 を し た 状 態 の キ ャ ッ プ の 内 側 に カ ー ト リ ッ ジ を 収
容 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 の 外 側 に 装 着 す る 必 要 が な い の で 、
容 器 の 搬 送 時 や 販 売 時 に お い て 嵩 張 る こ と が な く 、 ま た カ ー ト リ ッ ジ が 容 器 か ら 離 脱 す る
こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 （ １ ０ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 キ ャ ッ プ を コ ッ プ と し て 利 用 す る こ と が で き る の
で 、 口 元 部 分 に 直 接 口 を 付 け て 飲 用 す る こ と を 避 け る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 引 用 時 に
口 内 の 雑 菌 が 飲 料 に 混 入 す る こ と 防 止 す る こ と が で き る の で 、 容 器 内 の 飲 料 の 衛 生 状 態 を
良 好 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 （ １ １ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 に は 、 飲 料 水 だ け で な く 、 当 該 飲 料 水 に
対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 （ お 茶 ， コ ー ヒ ー ， 各 種 ビ タ ミ ン な ど の 無 害 成 分 ） が 収 容
さ れ て い る 。 こ の 添 加 物 は 、 飲 用 直 前 ま で は 、 隔 壁 部 材 に よ っ て 飲 料 水 か ら 完 全 に 隔 離 さ
れ た 状 態 で 収 容 さ れ て い る 。 そ し て 、 飲 用 時 に ス ト ロ ー を 刺 し 込 む こ と に よ り 、 当 該 ス ト
ロ ー の 先 端 部 で 隔 壁 部 材 が 破 ら れ て 、 添 加 物 と 飲 料 水 と が 混 じ り 合 う よ う に な っ て い る 。
　 し た が っ て 、 飲 用 直 前 に お い て 、 飲 料 水 に 対 し て 好 み の 成 分 を 添 加 す る こ と に よ り 、 所
望 の 飲 料 を 自 分 で 用 意 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 出 来 立 て で 風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と
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え ば 炒 り た て で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、 保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い
安 全 な 飲 料 を 、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と が 可 能 に な る 。
　 ま た 、 ス ト ロ ー を 差 し 込 む 行 為 を 通 じ て 添 加 物 を 添 加 ， 混 合 す る こ と に よ り 、 自 分 に 合
っ た 飲 料 （ た と え ば 、 好 み の 風 味 の 飲 料 や 、 自 分 に 不 足 し て い る 栄 養 分 を 含 有 し た 飲 料 ）
を 自 ら の 手 で 用 意 す る と い っ た 作 業 を 手 軽 に 楽 し む こ と が で き る 。 し か も 、 単 に ス ト ロ ー
を 刺 し 込 む だ け で 、 添 加 物 が 飲 料 水 に 添 加 ， 混 合 さ れ る の で 、 飲 用 の 前 準 備 が 極 め て 簡 単
で あ る 。
　 さ ら に 、 保 存 状 態 に 問 題 が な け れ ば 、 一 般 的 に 未 開 栓 の 飲 料 水 （ た と え ば Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル
入 り の ナ チ ュ ラ ル ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ） は 、 他 の 清 涼 飲 料 と 比 較 し て 賞 味 期 限 が 長 い 。 し た が
っ て 、 本 発 明 の 容 器 を 災 害 時 の た め の 保 存 飲 料 用 容 器 と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 万 が 一
災 害 が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 水 以 外 に も 様 々 な タ イ プ の 飲 料 を 迅 速 に 提 供 す る こ と が
で き る 。 そ の 結 果 、 精 神 面 ・ 健 康 面 に お い て 被 災 者 を サ ポ ー ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 （ １ ２ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 の 内 側 空 間 は 、 隔 壁 部 材 に よ っ て 上 下 ２
区 画 （ 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 ） に 分 割 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス ト ロ ー で 隔
壁 部 材 を 裂 開 さ せ れ ば 、 添 加 物 及 び 飲 料 水 の 何 れ か 一 方 が 自 重 に よ り 落 下 す る 。 よ っ て 、
添 加 物 と 飲 料 水 と の 混 合 作 業 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 （ １ ３ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 隔 壁 部 材 は 、 吐 出 口 を 閉 じ た 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 そ の た め 、 飲 用 時 に ス ト ロ ー で 裂 開 す る こ と に よ っ て 吐 出 口 が 形 成 さ れ 、 添 加
物 又 は 飲 料 水 を 下 方 へ 円 滑 に 落 下 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 添 加 物 と 飲 料 水 と の 混
合 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 （ １ ４ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 の 製 造 時 に お い て 、 容 器 本 体 の 内 壁 に 対 し て
隔 壁 部 材 を 確 実 に 接 着 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 製 造 後 に お い て 、 隔 壁 本 体 と 容 器 本
体 の 内 壁 と の 間 か ら 添 加 物 が 落 下 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 （ １ ５ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 隔 壁 本 体 に は ノ ッ チ 及 び ／ 又 は ミ シ ン 目 が 形 成 さ
れ て い る の で 、 ス ト ロ ー を 突 き 当 て 押 し 込 ん だ 際 に 隔 壁 本 体 を 簡 単 か つ 確 実 に 裂 開 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 （ １ ６ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 隔 壁 部 材 は 、 一 枚 の シ ー ト 状 部 材 を 折 り 曲 げ 加 工
す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 少 な い 部 材 で 隔 壁 部 材 を 簡 単 に 作 る こ と
が で き る の で 、 結 果 と し て 本 発 明 に 係 る 容 器 を 安 価 に 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 （ １ ７ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 は 、 飲 料 水 を 収 容 す る 部 分 と 、 添 加 物 を
収 容 す る 部 分 と が 別 体 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 容 器 の 製 造 時 に お い て
、 容 器 本 体 へ の 飲 料 水 の 注 入 工 程 と 、 容 器 本 体 へ の 隔 壁 部 材 の 取 り 付 け 工 程 と を 、 並 行 し
て 行 う こ と が で き る の で 、 結 果 と し て 容 器 全 体 を 短 時 間 で 効 率 的 に 製 造 す る こ と が 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 （ １ ８ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 飲 用 時 に ス ト ロ ー を 閉 塞 部 材 に 突 き 当 て る こ と に
よ っ て 、 閉 塞 部 材 が 開 き 、 吐 出 口 が 開 口 す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 極 め て 単 純
な 作 業 で 添 加 物 又 は 飲 料 水 を 下 方 へ 円 滑 に 落 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 添 加 物 と 飲 料 水
と の 混 合 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 （ １ ９ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 は 予 め ス ト ロ ー を 備 え て お り 、 飲 用 に あ た っ
て 別 途 ス ト ロ ー を 容 易 す る 必 要 が な い の で 、 飲 用 者 に と っ て 極 め て 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 （ ２ ０ ） 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 個 々 の 飲 用 者 の 健 康 状 態 や 好 み に 応 じ て 、 様 々 な
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タ イ プ の 飲 料 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 に 係 る 飲 料 用 容 器 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
〔 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 の 概 略 構 成 〕
　 ま ず 最 初 に 、 図 １ に 基 づ い て 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 容 器 １ の 概 略 構 成 を 説 明 す
る 。
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 飲 料 用 容 器 １ の 主 要 部 分 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る （
カ ー ト リ ッ ジ ４ に つ い て は 側 面 図 で 示 す ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る に 係 る 飲 料 用 の 容 器 １ は 、 Ｐ Ｅ Ｔ （ Polyethylene Terephthalate）
製 の 容 器 本 体 １ １ と 、 コ ッ プ と し て も 利 用 可 能 な キ ャ ッ プ ３ １ と 、 後 述 す る 添 加 物 （ 風 味
の 素 と な る 成 分 等 ） が 充 填 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ４ １ と 、 当 該 カ ー ト リ ッ ジ に 孔 を あ け る た
め の 穿 孔 部 材 （ 孔 あ け バ ネ ） ６ １ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 容 器 本 体 １ １ に は 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ が ア ル ミ 箔 １ ７ に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ た 状 態 で
収 容 さ れ て い る 。 こ の 飲 料 水 ２ を 飲 用 す る 際 に は 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 下 方 へ 押 し 込 ん で
当 該 カ ー ト リ ッ ジ に 孔 を あ け 、 中 身 の 添 加 物 を 投 下 し て ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 添 加 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
〔 容 器 本 体 及 び キ ャ ッ プ 〕
　 次 に 、 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て 、 容 器 １ の 一 部 を 成 す 容 器 本 体 １ １ 及 び キ ャ ッ プ ３ １ の
構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 図 １ の 容 器 １ が 有 す る 容 器 本 体 １ １ を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 容 器 本 体 １ １ は 、 内 側 に ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ を 収 容 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 す よ
う に 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 口 元 部 分 １ ３ と 、 略 環 状 の 段 部 １ ５ と 、 容 器 本 体 １ １ を 気 密 シ
ー ル す る た め の ア ル ミ 箔 （ シ ー ル 材 ） １ ７ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 略 円 筒 状 の 口 元 部 分 １ ３ の 内 側 に は 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ を 外 側 へ 排 出 可 能 な 開 口 部 （ 通
路 ） １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 略 環 状 の 段 部 １ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 口 元 部 分 １ ３ の 下 端 の 内 壁 側 か ら 突 出 す る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 段 部 １ ５ は 、 口 元 部 分 １ ３ の 内 壁 の 途 中 付 近 に 形 成 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 シ ー ル 材 を 成 す ア ル ミ 箔 １ ７ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 口 元 部 分 １ ３ の 内 側 通 路 を 閉 塞 す
る よ う に 段 部 １ ５ 上 に 貼 付 さ れ て お り 、 容 器 本 体 １ １ を 気 密 シ ー ル す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 容 器 本 体 １ １ の 栓 を 成 す キ ャ ッ プ ３ １ は 、 コ ッ プ 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
飲 用 時 に お い て は 、 取 り 外 し た キ ャ ッ プ ３ １ を コ ッ プ と し て 利 用 す る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
〔 カ ー ト リ ッ ジ 〕
　 次 に 、 図 ３ に 基 づ い て 、 容 器 １ の 一 部 を 成 す カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る
。
　 図 ３ は 、 図 １ の 容 器 １ が 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 ３ に お い て 、
図 ３ （ Ａ ） は カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ （ Ｂ ） は カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 示
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す 上 面 図 で あ る 。 図 ３ （ Ｃ ） は 図 ３ （ Ｂ ） の ｂ － ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 添 加 物 ３ が 充 填 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ４ １ は 、 主 と し て 、 円 筒 状
の 側 壁 ４ ３ と 、 当 該 側 壁 ４ ３ に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 天 板 ４ ５ と 、 側 壁 ４ ３ の 下 端 側 に 一 体
的 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ４ ７ と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 の 底 面 側 に 貼 付 さ れ た ア ル ミ 箔 （ シ ー
ル 材 ） ４ ９ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 天 板 ４ ５ の 上 面 側 は 湾 曲 凹 状 （ す り 鉢 状 ） に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 央 付 近 に は 突 起 状
の 把 手 ４ ６ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 内 側 に は 、 容 器 本 体 １ １ 内 の ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 対 し て 添 加 ， 混 合
さ れ る 添 加 物 ３ （ た と え ば 風 味 の 素 や 栄 養 素 な ど ） が 収 容 さ れ て い る 。 添 加 物 ３ は 、 図 ３
（ Ｃ ） に 示 す よ う に ア ル ミ 箔 ４ ９ に よ っ て 気 密 シ ー ル さ れ た 状 態 で カ ー ト リ ッ ジ ４ １ 内 に
収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 構 成 の カ ー ト リ ッ ジ ４ １ は 、 容 器 本 体 １ １ の 口 元 部 分 １ ３ の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で
あ る が 、 段 部 １ ５ を 通 過 す る こ と が 不 可 能 な 形 状 お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の フ ラ ン ジ 部 ４ ７ は 、 容 器 本 体 １
１ の 環 状 段 部 １ ５ の 内 径 よ り も 大 き な 外 径 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、
カ ー ト リ ッ ジ の 押 込 み 操 作 の 際 に は 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ７ が 段 部 １ ５ に 引 っ 掛 か る の で 、 当 該
カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 飲 料 水 中 へ の 落 下 が 防 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 飲 用 す る 前 に お い て は 、 上 記 カ ー ト リ ッ ジ は 、 図 １ に 示 す よ う に キ ャ ッ プ ３ １ 内 に 収 容
さ れ た 状 態 で 、 穿 孔 部 材 ６ １ の 上 に 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ に 充 填 さ れ る 添 加 物 ３ の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 そ の 例 と し て は
、 た と え ば お 茶 成 分 ， コ ー ヒ ー 成 分 ， 辛 味 成 分 ， 香 料 ， 果 汁 ， 糖 類 ， 塩 ， 乳 酸 菌 ， 各 種 ビ
タ ミ ン ， ミ ネ ラ ル ， ア ミ ノ 酸 ， 及 び コ ラ ー ゲ ン の い ず れ か １ 種 、 又 は こ れ ら の ２ 種 以 上 の
混 合 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。 添 加 物 の 形 態 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 粉 末 状 ， 顆 粒 状 ， タ ブ レ
ッ ト 状 ， 液 体 状 ， ペ ー ス ト 状 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 粉 末 状 ま た は 顆 粒 状 の 添 加 物 を 用
い る 場 合 に は 、 当 該 添 加 物 を フ リ ー ズ ド ラ イ 製 法 に よ り 製 造 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 お 茶 成 分 の 例 と し て は 、 た と え ば 、 緑 茶 ， 梅 昆 布 茶 ， 番 茶 ， 焙 じ 茶 ， 紅 茶 な ど の 成
分 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 上 記 果 汁 の 例 と し て は 、 た と え ば 、 レ モ ン ， リ ン ゴ ， 桃 ， ブ ル ー ベ リ ー な ど の 果
汁 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ は 様 々 な 種 類 の 添 加 物 を 収 容 す る こ と が で き る の で 、 そ
の 結 果 、 個 々 の 飲 用 者 の 健 康 状 態 や 好 み に 応 じ た 、 様 々 な タ イ プ の 飲 料 を 提 供 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
〔 穿 孔 部 材 〕
　 次 に 、 図 ４ に 基 づ い て 、 容 器 １ の 一 部 を 成 す 穿 孔 部 材 ６ １ の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 図 １ の 容 器 １ が 有 す る 穿 孔 部 材 ６ １ を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 ４ に お い て 、 図 ４
（ Ａ ） は 穿 孔 部 材 ６ １ を 示 す 上 面 図 で あ る 。 図 ４ （ Ｂ ） は 穿 孔 部 材 ６ １ を 示 す 側 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 孔 あ け バ ネ で あ る 穿 孔 部 材 ６ １ は 、 略 Ｓ 字 状 の バ ネ 形 状 を 有 す る 弾 性 部 材 か ら 成 り 、 カ
ー ト リ ッ ジ ４ １ の ア ル ミ 箔 ４ ９ を 穿 孔 す る た め の 上 突 起 ６ ３ と 、 容 器 本 体 １ １ の ア ル ミ 箔
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１ ７ を 穿 孔 す る た め の 下 突 起 ６ ５ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 穿 孔 部 材 ６ １ は 、 容 器 本 体 １ １ の 口 元 部 分 １ ３ の 内 側 通 路 を 通 行 可 能 で あ る が 、
段 部 １ ５ を 通 過 す る こ と が 不 可 能 な 形 状 お よ び 寸 法 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る （ 図 １
参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 押 込 み 操 作 の 際 に は 、 穿 孔 部 材 ６ １ の 端 が 段 部
１ ５ に 引 っ 掛 か る の で 、 穿 孔 部 材 ６ １ の 飲 料 水 中 へ の 落 下 が 防 止 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 述 し た 構 成 の 穿 孔 部 材 ６ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 １ １ の 口 元 部 分 １ ３ 内 側
の 開 口 部 １ ９ に 配 置 さ れ 、 ア ル ミ 箔 １ ７ の 上 側 に 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
〔 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 を 用 い た 飲 用 手 順 〕
　 次 に 、 図 ５ ～ 図 ８ に 基 づ い て 、 容 器 １ を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 飲 用 す る 際 に は 、 ま ず 、 図 ５ に 示 す よ う に キ ャ ッ プ ３ １ を 回 転 さ せ な が ら 取 り 外 し 、 開
栓 す る 。 続 い て 、 容 器 本 体 １ １ 内 の ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ 内 の 添 加 物 ３
を 添 加 す る 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 添 加 物 ３ を 添 加 す る 際 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １
の ア ル ミ 箔 ４ ９ が 穿 孔 部 材 ６ １ の 側 を 向 い た 状 態 で 当 該 カ ー ト リ ッ ジ を 開 口 部 １ ９ を 介 し
て 押 し 込 む 。 こ の と き 、 口 元 部 分 の 内 壁 が ガ イ ド と な っ て 、 段 部 １ ５ よ り 上 側 で カ ー ト リ
ッ ジ ４ １ を ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 押 し 込 み ・ 引 き
抜 き 操 作 を 安 定 的 に 且 つ 迅 速 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 押 し 込 む と 、 図 ６ に 示 す よ う に 穿 孔 部 材 ６ １ が 弾 性 変 形 す
る と と も に 、 突 起 ６ ３ ， ６ ５ に よ っ て ア ル ミ 箔 １ ７ ， ４ ９ が 穿 孔 さ れ る 。 続 い て 、 把 手 ４
６ を 摘 ま ん で カ ー ト リ ッ ジ を １ ／ ４ 回 転 ほ ど 回 転 さ せ る と 、 穿 孔 部 材 ６ １ の 突 起 ６ ３ ， ６
５ に よ っ て ア ル ミ 箔 １ ７ ， ４ ９ が 幅 広 く 裂 開 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 部 の 添
加 物 ３ が 自 重 に よ り 落 下 し 始 め 、 飲 料 水 中 へ 投 下 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ し て 、 添 加 物 ３ の 投 下 が 完 了 し た ら 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ に 対 す る 押 圧 を 弱 め る 。 す る
と 、 弾 性 変 形 し た 穿 孔 部 材 ６ １ の 復 元 力 に よ っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ が 図 ５ に 示 す 初 期 位
置 に 押 し 戻 さ れ る と と も に 、 突 起 ６ ３ ， ６ ５ が ア ル ミ 箔 １ ７ ， ４ ９ か ら 引 き 抜 か れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 １ １ の 口 元 部 分 の 内 側 か ら カ ー ト リ ッ ジ ４ １ 及 び 穿
孔 部 材 ６ １ を 抜 き 取 る 。 そ し て 、 必 要 に 応 じ て キ ャ ッ プ ３ １ で 栓 を し て 、 容 器 本 体 １ １ を
よ く 振 っ て 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ と 添 加 さ れ た 添 加 物 ３ と を 十 分 に 混 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 混 合 を 終 え た ら 再 び キ ャ ッ プ ３ １ を 取 り 外 し 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ と 添 加 物 ３ と を ミ ッ ク
ス し た 飲 料 を 飲 用 す る 。 そ の 際 に は 、 取 り 外 し た キ ャ ッ プ ３ １ を コ ッ プ と し て 利 用 し も よ
い 。 こ れ に よ り 、 口 元 部 分 に 直 接 口 を 付 け て 飲 用 す る こ と を 避 け る こ と が で き る 。 そ の 結
果 、 引 用 時 に 口 内 の 雑 菌 が 飲 料 に 混 入 す る こ と 防 止 す る こ と が で き る の で 、 容 器 内 の 飲 料
の 衛 生 状 態 を 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 飲 用 を 終 え た と き に 容 器 に 飲 料 が 残 っ て い る 場 合 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 図 ８ に 示 す よ う
に 再 び キ ャ ッ プ ３ １ で 栓 を し て 保 管 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
〔 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 に よ っ て 達 成 さ れ る 優 れ た 効 果 〕
　 上 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 １ は 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加
物 ３ （ お 茶 ， コ ー ヒ ー ， 各 種 ビ タ ミ ン な ど の 無 害 成 分 ） が 充 填 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を
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備 え て い る 。 し た が っ て 、 飲 用 直 前 に お い て 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 対 し て 、 好 み の 成 分 を
添 加 す る こ と に よ り 、 所 望 の 飲 料 を 自 分 で 用 意 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 出 来 立 て で
風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と え ば 炒 り た て で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、 保 存 料 等 の 有
害 物 質 を 含 む こ と の な い 安 全 な 飲 料 を 、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ に 収 容 さ れ た 添 加 物 ３ を 自 分 の 手 で 添 加 ， 混 合 す る こ と に よ り
、 自 分 に 合 っ た 飲 料 （ た と え ば 、 好 み の 風 味 の 飲 料 や 、 自 分 に 不 足 し て い る 栄 養 分 を 含 有
し た 飲 料 ） を 自 ら の 手 で 用 意 す る と い っ た 作 業 を 手 軽 に 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 容 器 本 体 １ １ の 開 口 部 １ ９ に 押 し 込 む だ
け で 、 当 該 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の ア ル ミ 箔 ４ ９ が 穿 孔 さ れ る 。 そ し て 、 収 容 さ れ た 添 加 物 ３
が 、 穿 孔 を 介 し て 自 重 に よ り 落 下 す る の で 、 添 加 物 ３ を 簡 単 に ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 添 加 す
る こ と が で き る 。 し か も 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ を 押 し 込 む 際 に 、 そ の 把 手
４ ６ を 掴 み な が ら 回 転 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ ４
１ の ア ル ミ 箔 ４ ９ を 幅 広 く 切 り 裂 く こ と が で き る の で 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ １ か ら 添 加 物 ３ を
落 下 さ せ 易 く な る 。 そ の 結 果 、 添 加 物 ３ を よ り 簡 単 に ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ に 対 し て 添 加 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 添 加 物 ３ の 投 下 が 完 了 し て カ ー ト リ ッ ジ ４ １ の 押 込 み を 止 め
る と 、 弾 性 変 形 し た 穿 孔 部 材 ６ １ の 復 元 力 に よ っ て カ ー ト リ ッ ジ ４ １ が 口 元 の 先 端 （ 初 期
位 置 ） へ 押 し 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 添 加 物 ３ の 投 下
を 迅 速 に 行 う こ と が で き る だ け で な く 、 容 器 本 体 １ １ の 口 元 部 分 １ ３ か ら カ ー ト リ ッ ジ ４
１ を 簡 単 か つ 確 実 に 取 り 去 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 の 概 略 構 成 〕
　 次 に 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 基 づ い て 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 容 器 ４ の 概 略 構 成 を 説 明
す る 。
　 図 ９ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 飲 料 用 容 器 ４ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 図 １ ０ （ Ａ ） は 、 図 ９ の 容 器 を 上 面 側 か ら 見 た 透 視 図 で あ る （ 図 中 の 破 線 は 隔 壁 部 材 ５
に 形 成 さ れ た ノ ッ チ ５ ８ で あ る ） 。 図 １ ０ （ Ｂ ） は 、 図 ９ の 容 器 を 側 面 側 か ら 見 た 透 視 図
で あ る 。
　 図 １ １ は 、 図 ９ の 容 器 の 内 部 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 容 器 ４ は 、 断 面 矩 形 の 形 状 を 有 す る 直 方 体 の 容 器 本 体 ２ １
（ た と え ば 紙 製 あ る い は 樹 脂 製 ） と 、 該 容 器 本 体 に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 ２ ２ と 、 該 挿 通 孔 を
シ ー ル す る シ ー ル 部 材 （ 図 示 省 略 ） と 、 透 明 ビ ニ ー ル 袋 に 収 容 さ れ た ス ト ロ ー ２ ３ と 、 容
器 本 体 ２ １ の 内 側 を 「 飲 料 水 収 容 空 間 」 と 「 添 加 物 収 容 空 間 」 の 上 下 ２ 区 画 に 分 割 す る 隔
壁 部 材 ５ と （ 図 １ ０ （ Ｂ ） 参 照 ） 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 容 器 本 体 ２ １ は 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ と 、 当 該 飲 料 水 に 対 し
て 添 加 混 合 さ れ る 添 加 物 ３ と 、 を 内 側 に 収 容 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 容 器 本 体 ２ １ は
、 主 と し て 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 ２ を 収 容 す る 部 分 （ 飲 料 水 収 容 部 ２ ８ ） と 、 添 加 物 を 収 容 す
る 部 分 （ 添 加 物 収 容 部 ２ ９ ） と か ら 構 成 さ れ て い る 。 飲 料 水 収 容 部 ２ ８ と 添 加 物 収 容 部 ２
９ と は 別 体 の も の と し て 構 成 さ れ て お り 、 内 容 物 （ 飲 料 水 及 び 添 加 物 ） が 漏 出 し な い よ う
に 気 密 シ ー ル さ れ た 状 態 で 継 ぎ 合 わ せ て あ る （ 図 ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 容 器 本 体 ２ １ に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 ２ ２ に は 、 飲 用 時 に お い て ス ト ロ ー ２ ３ が 挿 通 す る よ
う に な っ て い る 。 容 器 本 体 ２ １ の 内 側 に 設 け ら れ た 断 面 略 す り 鉢 状 の 隔 壁 部 材 ５ は 、 図 １
０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 吐 出 口 を 閉 じ た 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い
て 、 添 加 物 ３ は 隔 壁 部 材 ５ の 上 に 載 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 添 加 物 ３ の 成 分 や
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形 態 等 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
〔 隔 壁 部 材 の 構 成 〕
　 次 に 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し な が ら 、 図 １ ２ に 基 づ い て 隔 壁 部 材 ５ の 構 成 に つ い て
詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ２ （ Ａ ） は 、 容 器 本 体 ２ １ 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 状 態 の 隔 壁 部 材 ５ を 示 す 斜 視 図
で あ る （ 容 器 本 体 ２ １ に つ い て は 図 示 を 省 略 ） 。 図 １ ２ （ Ｂ ） は 、 図 １ ２ （ Ａ ） の 隔 壁 部
材 ５ を 展 開 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 略 ホ ッ パ 状 の 隔 壁 部 材 ５ は 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 ２ １ の 内 側 空 間 を 上
下 ２ 区 画 （ 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 ） に 分 割 す る よ う に 配 さ れ て い る 。 こ の 隔 壁
部 材 ５ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 一 枚 の シ ー ト 状 部 材 （ た と え ば 紙 製 あ る い は 樹 脂 製 ） を 折
り 曲 げ 加 工 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 隔 壁 本 体 ５ １ と 接 着 片 ５ ２ ， ５ ３ と 落 下 防 止 壁 ５
４ ～ ５ ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 隔 壁 本 体 ５ １ の 上 面 側 に は 、 添 加 物 が 載 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 隔 壁 本 体 ５ １ か ら
延 び る 接 着 片 ５ ２ ， ５ ３ は 容 器 本 体 ２ １ の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ （ 図 １ １ 参 照 ） 、 そ の 結
果 、 容 器 本 体 ２ １ 内 に お い て 隔 壁 部 材 ５ が 確 実 に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 隔
壁 本 体 ５ １ か ら 延 び る 落 下 防 止 壁 ５ ４ ～ ５ ７ は 、 隔 壁 本 体 ５ １ 上 に 載 置 さ れ た 添 加 物 が 、
該 隔 壁 本 体 ５ １ と 容 器 本 体 ２ １ の 内 壁 と の 間 か ら 落 下 す る の を 防 止 す る 役 割 を 担 っ て い る
。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 隔 壁 部 材 ５ の 隔 壁 本 体 ５ １ に は 、 当 該 隔 壁 本 体 の 裂 開 を 容 易 に す る た め の 断 面 略 Ｖ 字 状
の 線 状 ノ ッ チ ５ ８ が 予 め 形 成 さ れ て い る 。 隔 壁 部 材 ５ は 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ノ
ッ チ ５ ８ が 挿 通 孔 ２ ２ の ほ ぼ 真 下 の 位 置 に 来 る よ う に 配 さ れ て い る 。 な お 、 ノ ッ チ ５ ８ に
代 え て 、 或 い は ノ ッ チ ５ ８ と と も に ミ シ ン 目 を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 を 用 い た 飲 用 手 順 〕
　 次 に 、 図 １ ３ に 基 づ い て 、 容 器 ４ を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ３ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 ４ を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 飲 用 す る 際 に は 、 ま ず そ の 前 準 備 と し て 、 ビ ニ ー ル 袋 か ら ス ト ロ ー ２ ３ を 取 り 出 し 、 該
ス ト ロ ー を シ ー ル 部 材 に 突 き 刺 し て 挿 通 孔 ２ ２ に 挿 通 さ せ る 。 さ ら に ス ト ロ ー ２ ３ を 挿 入
し 続 け る と 、 該 ス ト ロ ー の 先 端 部 が ノ ッ チ ５ ８ に 到 達 す る （ 図 １ ３ （ Ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 そ し て 、 隔 壁 本 体 ５ １ の ノ ッ チ ５ ８ に ス ト ロ ー ２ ３ の 先 端 部 を 突 き 当 て た 状 態 で 、 該 ス
ト ロ ー を 押 し 込 む と 、 図 １ ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 隔 壁 本 体 ５ １ が ノ ッ チ ５ ８ に 沿 っ て 裂 開
し て 、 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 と が 連 通 状 態 に な る 。 そ の 結 果 、 裂 開 部 を 介 し て
添 加 物 が 自 重 に よ り 落 下 し て 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 に よ っ て 達 成 さ れ る 優 れ た 効 果 〕
　 上 述 し た 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 ２ １ に は 、 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 だ け
で な く 、 当 該 ミ ネ ラ ル 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 添 加 物 （ お 茶 ， コ ー ヒ ー ， 各 種 ビ
タ ミ ン な ど の 無 害 成 分 ） が 収 容 さ れ て い る 。 こ の 添 加 物 は 、 飲 用 直 前 ま で は 、 隔 壁 部 材 ５
に よ っ て ミ ネ ラ ル 飲 料 水 か ら 完 全 に 隔 離 さ れ た 状 態 で 収 容 さ れ て い る 。 そ し て 、 飲 用 時 に
ス ト ロ ー ２ ３ を 刺 し 込 む こ と に よ り 、 当 該 ス ト ロ ー の 先 端 部 で 隔 壁 部 材 ５ が 破 ら れ て 、 添
加 物 と 飲 料 水 と が 混 じ り 合 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 し た が っ て 、 飲 用 直 前 に お い て 、 飲 料 水 に 対 し て 好 み の 成 分 を 添 加 す る こ と に よ り 、 所
望 の 飲 料 を 自 分 で 用 意 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 出 来 立 て で 風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と
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え ば 炒 り た て で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、 保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い
安 全 な 飲 料 を 、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 ス ト ロ ー を 差 し 込 む 行 為 を 通 じ て 添 加 物 を 添 加 ， 混 合 す る こ と に よ り 、 自 分 に 合
っ た 飲 料 （ た と え ば 、 好 み の 風 味 の 飲 料 や 、 自 分 に 不 足 し て い る 栄 養 分 を 含 有 し た 飲 料 ）
を 自 ら の 手 で 用 意 す る と い っ た 作 業 を 手 軽 に 楽 し む こ と が で き る 。 し か も 、 単 に ス ト ロ ー
を 刺 し 込 む だ け で 、 添 加 物 が 飲 料 水 に 添 加 ， 混 合 さ れ る の で 、 飲 用 の 前 準 備 が 極 め て 簡 単
で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
〔 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 〕
　 次 に 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 基 づ い て 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 容 器 に つ い て 説 明 す
る 。
　 図 １ ４ （ Ａ ） は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 飲 料 用 容 器 の 内 部 に 設 け ら れ る 隔 壁 部 材 ８ を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
　 図 １ ４ （ Ｂ ） は 、 図 １ ４ （ Ａ ） の 隔 壁 部 材 ８ が 有 す る 閉 塞 部 材 ８ ３ を 拡 大 し て 示 す 斜 視
図 で あ る 。
　 図 １ ５ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 な お 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 は 、 隔 壁 部 材 の 構 成 を 除 い て 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器
と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 隔 壁 部 材 の 構 成 に つ い て の み 以 下 の 通 り に 説 明
す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 隔 壁 部 材 ８ は 、 吐 出 口 を 有 す る 略 ホ ッ パ 状 に 形 成 さ れ た 隔 壁 本 体
８ １ と 、 容 器 本 体 ２ １ （ 図 １ １ 参 照 ） の 内 壁 に 対 し て 接 着 さ れ る 接 着 部 ８ ２ と 、 隔 壁 本 体
８ １ の 吐 出 口 を 閉 塞 す る よ う に 設 け ら れ た 閉 塞 部 材 ８ ３ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 隔 壁 本 体 ８ １ の 上 面 側 に は 、 添 加 材 が 載 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 隔 壁 本 体 ８ １ の 吐
出 口 を 閉 塞 す る 閉 塞 部 材 ８ ３ は 、 連 結 部 ８ ４ を 介 し て 隔 壁 本 体 ８ １ と 一 体 的 に 形 成 さ れ 、
図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 自 在 に 回 動 で き る よ う に な っ て い る 。 た だ し 、 飲 用 す る ま で の
間 は 、 閉 塞 部 材 ８ ３ に よ っ て 吐 出 口 を 閉 塞 す る と と も に 、 閉 塞 部 材 ８ ３ の 突 起 ８ ５ を 吐 出
口 の 縁 部 分 に 係 合 さ せ て あ る （ 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 す 状 態 ） 。 こ れ に よ り 、 閉 塞 部 材 ８ ３ に
よ る 閉 塞 状 態 が 維 持 さ れ る と と も に 、 振 動 や 添 加 物 の 重 み 等 に よ っ て 閉 塞 部 材 ８ ３ が 開 い
て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 飲 用 す る 際 に は 、 ま ず そ の 準 備 と し て 、 ビ ニ ー ル 袋 か ら ス ト ロ ー ２ ３ を 取 り 出 し 、 該 ス
ト ロ ー を シ ー ル 部 材 に 突 き 刺 し て 挿 通 孔 に 挿 通 さ せ る 。 さ ら に ス ト ロ ー ２ ３ を 挿 入 し 続 け
る と 、 該 ス ト ロ ー の 先 端 部 が 閉 塞 部 材 ８ ３ に 到 達 す る （ 図 １ ５ （ Ａ ） ） 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 そ し て 、 閉 塞 部 材 ８ ３ に ス ト ロ ー ２ ３ の 先 端 部 を 突 き 当 て た 状 態 で 、 該 ス ト ロ ー を 押 し
込 む と 、 突 起 ８ ５ と 吐 出 口 の 縁 部 と の 係 合 状 態 が 解 除 さ れ 、 図 １ ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 閉
塞 部 材 ８ ３ が 開 い て 吐 出 口 が 開 口 す る 。 そ の 結 果 、 飲 料 水 収 容 空 間 と 添 加 物 収 容 空 間 と が
連 通 状 態 に な り 、 吐 出 口 を 介 し て 添 加 物 が 落 下 し て 飲 料 水 に 対 し て 添 加 ， 混 合 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
〔 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 に よ っ て 達 成 さ れ る 優 れ た 効 果 〕
　 上 述 し た 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 に よ れ ば 、 飲 用 時 に ス ト ロ ー ２ ３ を 閉 塞 部 材 ８ ３ に
突 き 当 て る こ と に よ っ て 、 閉 塞 部 材 ８ ３ が 開 き 、 吐 出 口 が 開 口 す る よ う に な っ て い る 。 し
た が っ て 、 極 め て 単 純 な 作 業 で 添 加 物 又 は 飲 料 水 を 下 方 へ 円 滑 に 落 下 さ せ る こ と が で き る
の で 、 添 加 物 と 飲 料 水 と の 混 合 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 風 味 の 良 好 な 飲 料 （ た と え ば 炒 り た て で 香 り 豊 か な 味 わ い の コ ー ヒ ー ） や 、
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保 存 料 等 の 有 害 物 質 を 含 む こ と の な い 安 全 な 飲 料 を 、 い つ で も 手 軽 に 楽 し む こ と を 可 能 に
す る 容 器 を 提 供 す る の に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 飲 料 用 容 器 の 主 要 部 分 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 容 器 が 有 す る 容 器 本 体 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 容 器 が 有 す る カ ー ト リ ッ ジ を 示 す 図 で あ っ て 、 図 ３ （ Ａ ） は カ ー ト リ ッ ジ
を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ （ Ｂ ） は カ ー ト リ ッ ジ を 示 す 上 面 図 で あ り 、 図 ３ （ Ｃ ） は 図 ３
（ Ｂ ） の ｂ － ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 容 器 が 有 す る 穿 孔 部 材 を 示 す 図 で あ っ て 、 図 ４ （ Ａ ） は 穿 孔 部 材 を 示 す 上
面 図 で あ り 、 図 ４ （ Ｂ ） は 穿 孔 部 材 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 容 器 を 用 い て 飲 用 す る 際 の 手 順 （ １ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 容 器 を 用 い て 飲 用 す る 際 の 手 順 （ ２ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 容 器 を 用 い て 飲 用 す る 際 の 手 順 （ ３ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 容 器 を 用 い て 飲 用 す る 際 の 手 順 （ ４ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 飲 料 用 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ Ａ ） は 図 ９ の 容 器 を 上 面 側 か ら 見 た 透 視 図 で あ り 、 図 １ ０ （ Ｂ ） は 、
図 ９ の 容 器 を 側 面 側 か ら 見 た 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の 容 器 の 内 部 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ （ Ａ ） は 容 器 本 体 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 状 態 の 隔 壁 部 材 を 示 す 斜 視 図
で あ り 、 図 １ ２ （ Ｂ ） は 図 １ ２ （ Ａ ） の 隔 壁 部 材 を 展 開 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ （ Ａ ） は 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 飲 料 用 容 器 の 内 部 に 設 け ら れ る 隔 壁 部 材 を
示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ４ （ Ｂ ） は 図 １ ４ （ Ａ ） の 隔 壁 部 材 が 有 す る 閉 塞 部 材 を 拡 大 し て
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 を 用 い た 飲 料 の 飲 用 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 一 般 的 に 市 販 さ れ て い る タ イ プ の Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル 入 り 飲 料 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ５ 】
１ 　 　 　 　 容 器 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
２ 　 　 　 　 ミ ネ ラ ル 飲 料 水
３ 　 　 　 　 添 加 物
４ 　 　 　 　 容 器 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
５ 　 　 　 　 隔 壁 部 材 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
８ 　 　 　 　 隔 壁 部 材 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
１ １ 　 　 　 容 器 本 体
１ ３ 　 　 　 口 元 部 分
１ ５ 　 　 　 段 部
１ ７ 　 　 　 ア ル ミ 箔 （ シ ー ル 材 ）
１ ９ 　 　 　 開 口 部 （ 通 路 ）
２ １ 　 　 　 容 器 本 体
２ ２ 　 　 　 挿 通 孔
２ ３ 　 　 　 ス ト ロ ー
２ ８ 　 　 　 飲 料 水 収 容 部
２ ９ 　 　 　 添 加 物 収 容 部
３ １ 　 　 　 キ ャ ッ プ
４ １ 　 　 　 カ ー ト リ ッ ジ
４ ３ 　 　 　 側 壁
４ ５ 　 　 　 天 板
４ ６ 　 　 　 把 手
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４ ７ 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
４ ９ 　 　 　 ア ル ミ 箔 （ シ ー ル 材 ）
５ １ 　 　 　 隔 壁 本 体
５ ２ 　 　 　 接 着 片
５ ３ 　 　 　 接 着 片
５ ４ 　 　 　 落 下 防 止 壁
５ ５ 　 　 　 落 下 防 止 壁
５ ６ 　 　 　 落 下 防 止 壁
５ ７ 　 　 　 落 下 防 止 壁
５ ８ 　 　 　 ノ ッ チ
６ １ 　 　 　 穿 孔 部 材 （ 孔 あ け バ ネ ）
６ ３ 　 　 　 上 突 起
６ ５ 　 　 　 下 突 起
８ １ 　 　 　 隔 壁 本 体
８ ２ 　 　 　 接 着 部
８ ３ 　 　 　 閉 塞 部 材
８ ４ 　 　 　 連 結 部
８ ５ 　 　 　 突 起
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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